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補強断面計算プログラム 

 

 補強部材を追加した断面が可能 

 既設橋梁に補強部材を追加した断面計算が可能です。 

鈑桁・箱桁・アーチ橋・トラス橋の当て板補強に対応できます。 

 主部材の任意の位置に、鋼板や形鋼等の補強部材を設定できます。 

 孔引き量を入力することで、孔引き後の応力度が算出できます。 

 

 補強部材の応力度の足し合わせが可能 

 死荷重は補強前の断面で抵抗し、活荷重等の後荷重は補強後の断面で抵抗し、それぞれの応力度を足し合わ

せることが可能で、足し合わせ時に任意に係数を入力することも可能です。 

（ σ（応力度） = 任意係数 × σd（死荷重応力度） + 任意係数 × σL（活荷重応力度） ） 

 

 構造解析システム（Analyzer）と連動し効率よく断面計算が可能 

 「構造解析システム（Analyzer）」と「主桁の設計プログラム（Girder）」を連動して、構造解析の格点断面

力から部材任意点の断面力を内部補間し、効率よく断面計算が行えます。 
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鈑桁補強例 

トラス部材補強例 

▲CT 形鋼補強例 

▲山形鋼&H 形鋼補強例 
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